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題　字
近　藤　禄　郎　氏

会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

　
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
た
く
、

　
　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

　
　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈野球部〉
○第99回選手権新潟大会

2回戦6－2佐渡
3回戦0－4高田北城

○第137回北信越県大会
支部予選
2回戦1－11長岡向陵

〈バスケットボール部〉
◆男子
○柏崎選手権大会　第2位
○北陸選手権大会

3回戦99－74市川（山梨）
○全国選手権大会県予選

会　ベスト16
○秋季上越地区大会　第3位
◆女子
○柏崎選手権大会　第2位
○北陸選手権大会

3回戦46－106東京学館新潟
○全国選抜大会県予選会

1回戦47－107東京学館新潟
○秋季上越地区大会

2回戦70－79高田北城
〈バレーボール部〉
◆男子
○選手権大会新潟予選会

1回戦0－2三条
○秋季地区大会

1回戦1－2海洋・糸魚川白嶺
◆女子
○選手権大会県予選

2回戦1－2新潟西
○秋季上越地区大会　第3位

３位決定戦0－2高田
〈サッカー部〉
○全国高校サッカー選手

権大会（新潟県大会）
2回戦6－1新潟向陽
3回戦0－10日本文理

○秋季地区大会
1回戦0－2新井

〈ハンドボール部〉
◆男子
○クボセイ杯　3位

〈陸上競技部〉
◆男子
○北信越高校総体
 100ｍ 山﨑智晴 準決勝
 200ｍ 山﨑智晴 8位
 棒高跳 伊勢隼人 5位

○全国高校総体
 棒高跳 伊勢隼人 予選
○新潟県選手権大会
 棒高跳 生田峰之 8位
○国体予選
 100ｍ 山﨑智晴 3位
 棒高跳 生田峰之 1位
 三段跳 大橋寛人 8位
 円盤投 山鳥将史 7位
○新潟県高校選抜大会
 100ｍ 山﨑智晴 2位
 200ｍ 山﨑智晴 3位
 3000ｍSC 毛見　直 2位
 棒高跳 生田峰之 2位
  小林陸玖 6位
 三段跳 和田栄祐 3位
○北信越新人大会
 100ｍ 山﨑智晴 4位
 200ｍ 山﨑智晴 3位
 3000ｍSC 毛見　直 5位
 棒高跳 生田峰之 5位
 三段跳 和田栄祐 出場
○県高校駅伝競走大会　20位

毛見　直　星野泰斗
小林希羽　小林大地
平澤翔太　小林虹矢
中村颯汰

◆女子
○北信越高校総体
 200ｍ 永井あかね 6位
 400ｍ 永井あかね 6位
 棒高跳 熊木菜緒 4位
  勝海新奈 12位
○全国高校総体
 200ｍ 永井あかね 出場
 400ｍ 永井あかね 出場
 棒高跳 熊木菜緒 出場
○新潟県選手権大会
 200ｍ 永井あかね 決勝
 400ｍ 永井あかね 決勝
 棒高跳 熊木菜緒 4位
  小野花織 5位
○国体予選
 100ｍＨ 松井愛音 8位
 走幅跳 小野花織 2位
 400ｍ 武田沙来 8位
○新潟県高校選抜大会
 棒高跳 勝海新奈 3位
  小野花織 5位
 やり投 伏江眞奈 5位
○北信越新人大会
 棒高跳 勝海新奈 5位

〈ソフトテニス部〉

◆男子
○秋季上越地区大会
 ダブルス　ベスト８
  村山海斗・金子祐大
○高校選抜県一次予選

団体2－1三条
　　1－2新発田中央

◆女子
○市長杯
 ベスト４
  田村真奈実・品川明里
  加藤柚衣・猪浦春香
 ベスト8
  永井千尋・本多優依
○秋季上越地区大会
 ダブルス
 　優勝
  田村真奈実･品川明里
 　ベスト４
  加藤柚衣･猪浦春香
 　ベスト12
  田中沙歩･佐藤花帆
 シングルス
 　優勝 田村真奈実
 　ベスト16 品川明里
○県新人選抜
 ダブルス　ベスト４
  田村真奈実･品川明里
○高校選抜県一次予選
 団体1－2羽茂
 　　3－0長岡

〈卓球部〉
◆男子
○県高校新人大会

ベスト32　新保雄也
○秋季上越地区大会
 学校対抗戦　6位
 シングルス　ベスト8
  新保雄也
○県選抜卓球大会
 学校対抗戦　ベスト16
 シングルス戦　ベスト16
  新保雄也
◆女子
○県高校1年生大会
 ベスト32 松木　礼
  村田玲菜
○秋季上越地区大会
 学校対抗戦　2位
 シングルス
 　ベスト８ 高橋沙弥
 　ベスト16 安中まひる
  松木　礼

 　ベスト24 関矢千乃
 　ベスト26 村田玲菜
○県選抜卓球大会
 学校対抗戦　ベスト16
 シングルス
 　ベスト32 高橋沙弥

〈水泳〉
◆女子
○北信越総体
 100ｍ背泳ぎ 柴野莉帆
 100ｍ平泳ぎ 内山梨花
 200ｍ平泳ぎ 内山梨花
○県高校秋季大会
 100ｍ平泳ぎ6位 内山梨花
 200ｍ平泳ぎ2位 内山梨花

〈山岳部〉
角田山（481.7ｍ）
2017/04/01日帰り登山3名
那須岳（1877ｍ）
2017/06/10日帰り登山3名
磐梯山（1817ｍ）
2017/08/03日帰り登山3名
八ヶ岳赤岳（2899ｍ）
2017/09/10日帰り登山3名

〈バドミントン部〉
◆男子
○秋季地区大会
 学校対抗戦　第1位
 ダブルス　3位
  佐々木葉･水品龍馬
 シングルス　優勝
  佐々木葉

上記県選抜大会出場権獲得
◆女子
○秋季地区大会
 ダブルス　３位
  小笠原葵･北村奈緒
 シングルス　3位
  北村奈緒

上記県選抜大会出場権獲得
〈テニス部〉
◆男子
○新進大会
 シングルス
 　ベスト16 藤田英人
  田中大夢
○秋季地区大会
 シングルス
 　ベスト16 藤田英人
◆女子
○新進大会
 シングルス
 　ベスト4 志賀　南

 　ベスト8 須田千晴
  内川彩奈
 　ベスト16 室井英菜
  新沢彩乃
  新澤莉奈
  伊藤琴海
 ダブルス
 　優勝
  須田千晴･室井英菜
 　2位
  志賀　南･新澤莉奈
 　ベスト4
  内川彩奈･小田知世
  新沢彩乃･田中　衣
○秋季地区大会
 シングルス
 　優勝 須田千晴
 　ベスト8 志賀　南
  内川彩奈
 　ベスト16 新澤莉奈
  小田知世
 ダブルス
 　優勝
  須田千晴・室井英菜
 　2位
  志賀　南・新澤莉奈
 　ベスト4
  内川彩奈・小田知世

〈生物部〉
○第41回全国高等学校総

合文化祭みやぎ総文
自然科学部門　文化連
盟賞

3年栗林文香･野村陽奈子
○第9回新潟県高等学校

自然科学系クラブ活動
報告･研究発表会
活動報告部門　優秀賞

2年村山貴史
1年川村和輝･田中一輝

口頭発表部門
2年伊原有紀･村山貴史
     猪股俊希

○平成29年県下生物･岩石標
本と自然科学写真展示会
昆虫標本の部

金　賞　江口一馬
その他の動物標本の部

努力賞　川村和輝
〈演劇部〉
○県高等学校総合文化祭・上

越・中越地区Ａ演劇発表会
優秀賞  第1席

〈美術･工芸部〉
○文化祭

絵画出品
西田　絢　中村　晶
白井菜々子　佐藤結菜

○第39回柏崎地区高等学校
美術・工芸、書道展（α展）

〈書道部〉
○柏崎市美術展覧会(市展)

奨励賞　前澤奈緒
入選

近藤　梓･太刀川鈴音
青木由奈･菊池華奈
佐藤琴音･池田春奈
木下　遥･大島雪花

○県高文連総合文化祭　
美術･工芸、書道展出品

前澤奈緒・近藤　梓
太刀川鈴音・青木由奈

全国大会推薦作品
前澤奈緒

〈写真部〉
○高文連写真専門部第21

回撮影大会
入選　大谷一葉

○高文連写真専門部第31
回写真専門部展
優秀賞　小黒凌輔
入選

小黒凌輔・辻岡龍生
小笠原美優・白井聖也
長谷川樹

○平成29年度全日本写真連
盟柏崎市部展　賛助出品

〈吹奏楽部〉
○新潟県吹奏楽コンクール

高校Ｂの部　金賞
○新潟県アンサンブルコ

ンテスト　高校の部
銀賞　クラリネット四重奏
銀賞　トランペット三重奏

〈英語部〉
○平成29年スピーチコン

テスト出場
竹内七望　中村愛理
阿部雅美　宮野入陽菜

〈弁論〉
○県高校弁論大会

優良賞　2年4組 内藤緋彩
奨励賞　2年4組 桜井哲平

〈県読書感想文コンクール〉
○課題図書の部

優秀賞　3年5組 阿部桃花

各部活動の足跡

平成30年度　総会のご案内
本　　 部 東京柏会 関西柏会 新潟柏会

日　時
　８月４日（土）
14:30 ～記念文化講演会
17:00 ～総会・懇親会

　６月２３日（土）
13:30 ～ 15:30

　１０月２８日（日）
11:00 ～ 14:30
講演会：内容･講師未定

　８月２５日（土）
16:00 ～ 20:00
講演会：内容･講師未定

会　場
柏崎市産業文化会館
柏崎市駅前2－2－45

日本倶楽部（予定）
千代田区丸の内3－1－1
国際ビル8F

ＫＫＲ京都くに荘
京都市上京区河原町通
荒神口上る東入東桜町27－3

Plus ３rd(プラスサード)
新潟市中央区東大通1－1－1
第5マルカビル3F

会　費 3,500円（事前に会員券販売)
学生は1,000円、新会員無料

5,000円
学生は無料

5,000円
学生は無料

5,000円
学生は2,000円

事務局
連絡先

宮島健男（高15）
TEL　0257－35－7839

棚岡　滋（高20）
TEL　03－5396－5434

山﨑　学（高37）
TEL　075－724－3386

斎川英子（高21）
TEL　025－228－8826

高70回卒業期幹事
◎  伊 勢 　 隼 人
○  江 口 　 一 馬
　 内 山 　 七 海
　 梅 澤 　 良 仁
　 大 林 　 歩 夢
　 小 林 　 幸 平
　 小 山 　 楓 香
　 佐 藤 　 　 舞
　 鈴 木 　 拓 実
　 田 辺 　 夏 美

（㊟ ◎代表、○副代表）

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ

矢 

代 

隆 

義

（
高
20
回
）

同
窓
会
長　

土 

田 

新 

吾

（
高
16
回
）

新
会
員
に
な
る
に

あ
た
っ
て

高
70
回
卒
業
期
幹
事
代
表　

伊 

勢 

隼 

人

　

新
年
度
を
迎
え
る
度
に
今

年
は
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

そ
う
と
心
が
奮
い
起
ち
ま

す
。
来
る
年
も
来
る
年
も
新

し
い
課
題
が
立
ち
は
だ
か
り

ま
す
。
学
力
の
問
題
だ
っ
た

り
、
少
子
化
や
資
金
不
足
の

問
題
で
あ
っ
た
り
。
地
道
に

努
力
し
て
ゆ
く
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
新
年
度

を
迎
え
る
と
「
よ
ー
し
」
と

気
合
い
が
入
る
の
は
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。
同
窓
会
員
の

皆
様
と
苦
楽
を
共
に
し
な
が

ら
、我
が
柏
崎
高
校
の
発
展

と
同
窓
会
の
弥
栄
を
祈
念
し

駕
す
る
」
こ
と
、
勉
強
時
間

の
積
み
重
ね
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。
心
し
て
こ

の
三
年
間
過
ご
さ
れ
て
く

れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
話
聞
い
た
か
な

と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
卒
業
に
あ

た
っ
て
精
一
杯
や
れ
た
人
、

少
々
悔
い
の
残
っ
て
い
る

人
、
等
々
い
ろ
ん
な
方
が
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い

よ
い
よ
大
人
の
世
界
の
門

口
に
立
ち
ま
し
た
。
入
学
時

に
お
話
し
ま
し
た
こ
と
は
、

た
い
も
の
で
す
。
新
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
卒
業
生
の
諸
君
ご

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
入
学
式
で
皆
さ
ん
に

三
つ
の
こ
と
を
お
話
し
ま

し
た
。
高
校
入
学
は
自
立

の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
、
自

分
の
判
断
で
自
分
の
責
任

で
生
活
す
べ
き
こ
と
。
第
二

に
今
が
大
切
な
こ
と
、
日
々

は
今
の
連
続
で
あ
る
こ
と
、

「
今
、
今
、
今
…
…
」
の
連

続
が
人
生
で
あ
る
こ
と
。
そ

し
て
第
三
に
「
量
は
質
を
凌

こ
れ
か
ら
、
よ
り
一
層
重
要

な
こ
と
と
な
り
ま
す
。
良
き

習
慣
を
も
つ
こ
と
は
、
人
生

に
お
い
て
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
情
熱
に
満
ち
、

感
受
性
豊
か
な
今
こ
そ
、
こ

れ
を
身
に
つ
け
、
未
来
を
輝

か
し
い
も
の
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
「
世
は
我
が
起
つ
を
待
て

る
な
り
」

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
卒

業
生
の
皆
さ
ん
同
窓
会
入

会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
日
よ
り
百
十
八
年
の

伝
統
と
一
万
六
千
人
近
い

同
窓
生
の
栄
え
あ
る
仲
間

と
な
り
ま
す
。
先
輩
諸
氏
の

薫
陶
を
受
け
な
が
ら
、
新
し

い
伝
統
の
担
い
手
と
な
り

ま
す
よ
う
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
前
途
に
幸

あ
れ
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
て
お
祝
い
の
文
章
を

書
い
て
い
る
と
、
五
十
年
前

の
自
分
の
卒
業
の
時
を
思
い

り
立
っ
て
お
り
、
広
く
、
深

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
ず
、
社
会
の

ど
こ
か
に
居
場
所
を
見
つ

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
仕

事
を
持
ち
、
複
雑
な
人
間
関

係
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
成
長

し
、
自
己
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
で
は
様
々
な

人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

す
。
驚
く
よ
う
な
知
性
や
能

力
を
持
つ
人
、
心
温
か
い
良

出
し
ま
す
。

　

今
で
は
自
分
な
り
の
社
会

観
が
で
き
上
が
っ
て
お
り
ま

す
が
、
当
時
は
ま
だ
世
間
の

こ
と
を
よ
く
知
ら
ず
、
た
だ

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
の
だ

と
い
う
、
燃
え
立
つ
よ
う
な

思
い
だ
け
が
あ
り
ま
し
た
。

進
学
し
、
就
職
し
て
様
々
な

経
験
を
積
む
中
で
、
社
会
は

様
々
な
仕
組
み
や
制
度
で
成

心
の
塊
の
よ
う
な
人
、
責
任

感
と
自
制
心
に
満
ち
た
人
、

人
懐
っ
こ
い
社
交
家
等
、
そ

れ
ぞ
れ
に
魅
力
的
で
素
晴
ら

し
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
そ
の
人
た
ち
と
の
交

友
も
人
生
を
豊
か
な
も
の
に

し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

自
分
は
ど
の
よ
う
な
仕
事

に
就
き
、
ど
の
よ
う
に
生
き

て
い
く
の
か
、よ
く
考
え
て
、

自
分
の
道
を
切
り
開
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
前
に
は
限
り
な

い
可
能
性
が
待
っ
て
い
ま

す
。

新
年
度
を
迎
え
て

　

柏
崎
高
校
で
の
充
実
し
た

三
年
間
を
終
え
て
歴
史
あ
る

同
窓
会
に
入
会
で
き
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。ま
た
、

偉
大
な
先
輩
方
の
仲
間
の
一

員
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
三
年
間
で
多
く

の
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
特
に
、
普
段
か
ら
一
生

懸
命
に
物
事
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

気
持
ち
で
負
け
ず
に
力
を
発

揮
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、

部
活
動
や
受
験
勉
強
な
ど

の
経
験
を
通
し
て
実
感
で

き
ま
し
た
。
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
を
継
続
さ
せ
る

こ
と
は
苦
し
く
辛
い
も
の

で
、
何
度
も
自
分
に
負
け
そ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

逃
げ
出
さ
ず
に
や
っ
て
こ
ら

れ
た
の
は
仲
間
、
先
生
方
、

そ
し
て
何
よ
り
柏
高
の
素

晴
ら
し
い
伝
統
の
お
か
げ

で
し
た
。
柏
高
の
一
員
と
し

て
頑
張
ら
な
く
て
は
、
と
自

分
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
で

よ
り
成
長
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

春
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進

路
に
お
い
て
、
柏
高
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
団
結

し
て
励
ま
し
合
っ
た
仲
間
に

直
接
頼
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
全
力
で
日
々
の
課
題

に
取
り
組
む
姿
勢
を
持
ち
続

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
次
の
目

標
達
成
に
向
か
っ
て
い
き
ま

す
。

　

時
代
が
変
わ
れ
ば
人
も

変
わ
り
考
え
方
も
変
わ
る

も
の
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

柏
崎
高
校
の
伝
統
は
続
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
新

会
員
と
し
て
、
今
ま
で
先
輩

方
か
ら
い
た
だ
い
た
恩
を
後

輩
達
に
還
元
し
て
い
き
ま

す
。

ＳＳＨ事業「北東アジア環境交流セミナー」で渡韓

 お知らせ
『柏崎郷土物語』およ
び『がんばれ！同窓生』
は、紙面の都合により
休載させていただきま
した。

⃝編集後記⃝

　今年も大雪に見舞われ
たセンター試験は、地理
の問題にムーミンが登場
して話題になった。初日
のリスニングが難しかっ
たと嘆いていた母校の３
年生たちも、新潟工科大
学で、無事受験を終えた。
　この『怒涛』第92号
が３年生に渡るのは、卒
業式前日だろうか。進路
が決まった人も、後期試
験の合格発表を待ってい
る人も、夢と希望を持っ
て柏崎高校を巣立ってい
く。
　ムーミン谷は読者の心
の中にあるとか。
　柏高は、あなたの心の
中にありますか。

平成29年12月21日から23日に、柏崎高等学校生徒11名、引率教員２名がＳＳＨ（スーパーサイエ
ンスハイスクール）事業の一環で韓国を訪問した。平成24年より本校と姉妹校提携をしている新道林

（シンドリム）高等学校での研究発表・授業参加等の交流、また果川国立科学館の見学・鑑賞を行っ
た。本校生徒は「Events of Japan」「The silver mirror eaction」等、新道林高等学校の生徒は

「A study on the energy saving method」「Sleep prevention device with logical circuit」の課
題研究や文化についての発表を英語にて行った。また、化学創意活動として望遠レンズの工作実験の
授業を見学・参加させていただいた。今年も生徒たちは新道林高校生徒宅にホームステイし、各家庭
にてソウル市内を散策したり、食文化を楽しむなどして韓国の文化に触れた。夏の柏崎高校訪問の際
に本校を訪れた生徒宅でのホームステイであり、生徒たちはみな積極的に会話し、将来の夢を語り合
うなど交流を深めた。本校生徒の語学力や課題研究への取り組みはまだまだつたないものであったが、
このような交流が国際的人材の育成と将来に渡る交流の絆を結ぶ一端になることを願う。

研修旅程
▶１２月２１日（木）
　新道林高校訪問
　歓迎式典
　生徒宅にホームステイ
▶１２月２２日（金）
　新道林高校訪問
　　学術発表会
　　化学創意活動参加
　　交流会
　果川国立科学館研修
▶１２月２３日（土）
　帰国

果川国立科学館

化学創意活動

学術発表会 本校２年生

Ｊ
Ａ
Ｆ
会
長

東
京
柏
会
会
長



　

昭
和
三
一
年
春
卒
業
生

二
七
七
名
（
内
、
女
子
三
四

名
）
当
時
の
恩
師
と
同
級
生

八
〇
余
名
（
同
一
〇
余
名
）

の
物
故
者
を
数
え
る
。
卒
業

し
て
間
も
な
い
頃
、
本
紙

で
？
柏
中
の
先
輩
が
数
名
で

八
〇
才
の
会
を
開
き
、
冥
途

へ
の
土
産
話
に
興
じ
た
、
と

の
記
事
を
覚
え
て
い
る
。
遠

い
先
の
こ
と
で
、
ま
さ
か
自

分
た
ち
が
経
験
で
き
る
と

は
、
ま
さ
に
「
光
陰
矢
の
如

し
」
う
た
た
、
感
慨
深
し
！

　

昨
年
五
月
二
三
日
、
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
松
島
で
、
傘
寿

八
〇
才
の
会
に
参
集
し
た
者

五
〇
名
（
女
子
一
一
名
）
内
、

柏
崎
在
住
者
一
四
名
（
同

五
名
）、
開
会
に
先
立
っ
て
、

柏
崎
弁
の
民
謡
を
柏
崎
語
り

部
の
会
の
二
十
余
も
若
い
語

り
部
さ
ん
か
ら
聞
く
の
も
、

お
つ
な

4

4

4

も
の
だ
っ
た
。

　

開
会
を
前
に
物
故
者
へ
の

黙
祷
を
捧
げ
る
。

　

青
木
聰
（
在
埼
玉
・
図
書

委
）
の
開
会
挨
拶
、
室
賀
美

津
雄（
在
新
潟
・
音
楽
部
）が
、

開
宴
乾
杯
と
歓
談
後
の
校
歌

斉
唱
の
指
揮
、
閉
会
の
辞
を

服
部
一
嘉
（
在
岐
阜
・
競
技

部
）。

　

品
田
純
一
（
在
扇
町
・
生

物
部
）
の
一
年
前
か
ら
の
周

到
な
準
備
に
基
づ
く
司
会
進

行
で
、
歓
談
数
刻
、
名
残
を

乗
せ
た
ま
ま
駅
前
ま
で
送
っ

て
貰
っ
て
、
初
日
を
終
了
。

　

翌
朝
は
、
長
年
の
歴
史
を

閉
じ
る
美
野
屋
の
前
に
停
め

た
バ
ス
で
、
明
治
饅
頭
の
差

入
れ
を
受
け
て
、
総
勢
三
〇

余
名
、
介
護
補
助
の
家
族
も

含
め
、「
海
の
柏
崎
ふ
る
さ

と
探
勝
ツ
ア
ー
」
に
出
発
。

阿
部
松
夫
（
在
米
山
台
・
文

芸
部
）
の
労
作
資
料
が
予
め

配
布
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の

日
も
終
始
バ
ス
ガ
イ
ド
を
勤

め
、
見
学
箇
所
に
は
適
当
な

案
内
人
を
委
嘱
配
置
、
詳
細

な
説
明
を
し
て
く
れ
た
。
内

容
を
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
風

に
要
点
の
み
記
す
。

な
ぜ
？　
俳
聖
芭
蕉
は
、「
奥

の
細
道
」
の
途
次
、
柏
崎

を
素
通
り
し
た
の
か
？

（
鉢
崎
・
た
わ
ら
や
跡
に

て
）

●
宿
へ
の
紹
介
状
を
持
っ

て
い
た
の
に
、
腹
を
立
て

て
一
気
に
、
米
山
三
里

の
難
所
を
越
え
て
、
鉢
崎

に
宿
を
取
ら
せ
た
、
柏
崎

に
と
っ
て
痛
恨
の
事
件
と

は
？

な
ぜ
？　
鉢
崎
生
ま
れ
の
少

年
が
、
後
に
蝦
夷
地
探
索

役
に
な
り
、
間
宮
海
峡
を

発
見
し
た
松
田
伝
十
郎
に

な
っ
た
の
か
？
（
聖
が
鼻

の
岬
に
て
）

●
北
国
街
道
の
要
衝
鉢
崎
に

は
、
関
所
金
蔵
が
あ
り
、

重
要
街
道
の
維
持
補
修
管

理
の
た
め
に
、
中
央
官
僚

が
随
時
派
遣
さ
れ
て
い
た

の
が
、
そ
の
遠
因
だ
！

な
ぜ
？　
「
満
州
柏
崎
村
の

塔
」
は
、
朝
鮮
半
島
の
向

う
を
望
ん
で
建
っ
て
い
る

の
か
？
（
市
立
博
物
館
構

内
に
て
）

●
昭
和
十
七
年
、
戦
争
末

期
。
満
州
柏
崎
村
に
送
り

込
ま
れ
た
人
二
一
四
名
。

う
ち
敗
戦
後
引
揚
で
き
た

者
七
六
名
、
死
亡
者
実
に

一
二
一
名
、
大
陸
に
残
置

さ
れ
た
子
等
一
六
名
。
愚

か
な
国
策
と
大
国
の
非
情

な
思
惑
へ
の
恨
み
を
越
え

て
、
反
戦
・
平
和
を
希
求

す
る
、
我
ら
柏
崎
人
の
祈

り
だ
！

な
ぜ
？　
柏
高
校
歌
に
、
松

平
定
信
の
治
績
を
謳
う
の

か
？（
柏
高
正
門
前
に
て
）

●
長
岡
藩
、
会
津
藩
滅
亡

の
導
火
線
と
な
っ
た
賊
軍

桑
名
藩
の
飛
地
、
抵
抗
拠

点
・
柏
崎
の
汚
名
を
払
拭

せ
ん
と
す
る
時
代
的
要
請

が
あ
っ
た
!?

な
ぜ
？　
椎
谷
の
観
音
堂

は
、人
々
の
信
仰
を
集
め
、

閻
魔
市
を
凌
ぐ
程
の
人
出

が
、
椎
谷
の
馬
市
に
あ
っ

た
の
か
？
（
椎
谷
・
観
音

堂
に
て
）

●
菊
池
寛
所ゆ

か
り縁

の
「
青
の
洞

門
」
に
匹
敵
す
る
逸
話
、

三
百
段
の
石
段
を
築
い
た

頓
入
坊
の
故
事
が
あ
り
、

小
藩
な
が
ら
、
明
治
ま
で

存
続
し
た
椎
谷
藩
、
不
変

の
治
政
が
絡
み
、
稀
有
な

政
治
家
・
田
中
角
栄
誕
生

の
素
地
が
あ
っ
た
の
だ
！

な
ぜ
？　
貞
心
尼
は
「
蓮
の

露
」
を
表
し
、
良
寛
と
の

交
情
だ
け
で
な
く
、
彼
の

生
涯
を
伝
え
、
遺
す
こ
と

が
で
き
た
の
か
？
（
和
島

良
寛
美
術
館
に
て
）

●
晩
年
の
貞
心
尼
を
受
け
入

れ
、
心
情
を
理
解
し
、
生

き
様
を
讃
え
、
後
世
に
ま

で
伝
え
る
事
を
勧
め
、
後

押
し
た
往
時
の
柏
崎
に
文

化
土
壌
と
財
力
が
あ
っ
た

た
め
！

　

以
上
が
、
こ
の
日
学
ん
だ

事
柄
の
羅
列
で
、
全
て
の
解

答
ヒ
ン
ト
は
、
阿
部
松
夫
作

成
の
「
ふ
る
さ
と
探
勝
・
海

の
柏
崎
・
北
國
街
道
を
行
く
」

に
詳
し
く
載
っ
て
い
る
。

　

紙
面
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、

各
見
学
箇
所
で
、
熱
心
に
説

明
、
解
説
を
し
て
下
さ
れ
た

方
々
に
、
名
前
を
挙
げ
て
、

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま

た
、柏
崎
で
、元
気
で
頑
張
っ

て
い
る
友
が
い
る
か
ら
こ

そ
、
出
稼
ぎ
の
ま
ま
？
郷
里

を
離
れ
て
い
る
者
た
ち
も
、

集
ま
っ
て
来
ら
れ
る
、
と
言

う
も
の
。感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

六
十
余
年
前
に
過
ご
し
た

柏
高
時
代
を
共
有
し
た
だ
け

で
、
今
で
も
我
々
は
、
こ
う

し
て
友
情
を
続
け
て
来
て
い

る
。
柏
高
で
、
何
を
学
ん
だ

の
か
？
微
積
分
の
何
た
る
か

は
忘
れ
、
数
次
方
程
式
を

使
っ
た
こ
と
も
な
い
。
終
末

期
が
近
付
い
て
、
あ
あ
ー
、

こ
れ
が
ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
か

と
、変
な
解
釈
を
し
て
い
る
。

集
ま
れ
ば
、
秀
才
鈍
才
の
区

別
な
く
、
馬
鹿
話
の
多
い
奴

ほ
ど
人
気
者
！　

櫛
の
歯
が

欠
け
る
が
如
く
、
と
は
良
く

言
っ
た
も
の
。
想
い
返
せ
ば

母
校
に
恩
返
し
を
し
た
だ
ろ

う
か
？
後
輩
諸
君
に
、
何
か

遺
す
事
が
で
き
た
だ
ろ
う

か
？
せ
め
て
、
掌
て
の
教
え

か
ら
「
少
年
易
老
学
難
成　

一
寸
光
陰
不
可
軽
」
も
笑
止

の
至
り
か
？

　

元
気
で
い
た
ら
、
ま
た
会

お
う
！

　

柏
崎
高
校
に
栄
光
あ
れ
！

そ
こ
に
学
ぶ
者
に　

幸
あ

れ
！　

弥い
や
さ
か栄

の
念
を
送
り
ま

す
。

　
　

柏
崎
高
校
八
回
生
・

　
　
　
　
　
　
高
弥
会
一
同

　

平
成
29
年
度
の
柏
中
・
柏

高
同
窓
会
総
会
が
、
八
月
五

日
（
土
）
柏
崎
市
産
業
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
記
念
文
化
講
演
会

は
、
筑
波
大
学
体
育
系
教
授

宮
川
俊
平
氏
（
高
24
回
）
か

ら
、『
間
違
い
だ
ら
け
の
ス

ポ
ー
ツ
医
学
』
―
こ
れ
で
は

お
金
も
人
も
動
か
な
い
―
の

演
題
で
講
演
頂
き
ま
し
た
。

宮
川
氏
は
、
運
動
中
の
水
分

や
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
の
補
給
と
い
っ
た
身

近
な
テ
ー
マ
か
ら
入
り
、
こ

れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
は

間
違
っ
て
い
な
い
か
、
ト
ー

タ
ル
と
し
て
自
分
の
健
康
や

競
技
能
力
向
上
、
疲
労
回
復

に
応
用
で
き
て
い
る
か
と
問

い
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
知
識

を
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で

活
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
柏
高
サ
ッ
カ
ー
部
時

代
の
ミ
ス
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

県
予
選
に
出
場
を
逃
し
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
交
え
、
筑
波
大

学
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
部
門
で
研
究
開
発
を

行
う
と
と
も
に
、
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
中

心
に
、
つ
く
ば
市
で
進
め
る

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
サ

ポ
ー
ト
や
タ
レ
ン
ト
の
発

掘
、
地
域
貢
献
に
関
わ
っ
て

き
た
実
績
に
つ
い
て
お
話
を

頂
き
ま
し
た
。講
演
後
に
は
、

地
元
柏
崎
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
国･

行
政･

個
人
の

役
割
に
つ
い
て
な
ど
の
質
問

が
相
次
ぎ
、
予
定
時
間
を
大

幅
に
超
過
す
る
ほ
ど
の
関
心

の
高
さ
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

母
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の

あ
と
、平
成
29
年
度
総
会
は
、

山
田
秀
当
番
幹
事
長
（
高
24

回
）の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、

土
田
新
吾
同
窓
会
長
（
高
16

回
）
が
、
柏
崎
の
歴
史
の
中

心
に
は
い
つ
も
同
窓
の
先
輩

が
お
ら
れ
た
。
２
０
２
０
年

に
は
創
立
百
二
十
周
年
を
迎

え
る
。
母
校
の
充
実
と
同
窓

会
の
発
展
の
為
に
各
位
の
ご

尽
力
を
お
願
い
し
た
い
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。引
き
続
き
、

来
賓
の
藤
井
泰
昭
校
長
が
、

日
頃
の
物
心
両
面
の
支
援
に

感
謝
を
述
べ
た
後
、
進
学
実

績
の
低
迷
へ
の
厳
し
い
ご
指

摘
も
頂
い
た
が
「
チ
ー
ム
柏

高
」「
進
歩
し
続
け
る
柏
高
」

を
合
言
葉
に
教
職
員
一
同
努

力
し
て
お
り
実
績
も
向
上
の

兆
し
が
あ
る
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
各
支
部
を
代
表

し
て
東
京
柏
会
矢
代
隆
義
会

長
（
高
20
回
）
が
、
東
京
柏

会
は
関
東
在
住
の
同
窓
生

三
千
名
余
を
対
象
に
毎
年
夏

に
支
部
総
会
を
開
催
し
、
昨

年
は
九
十
名
以
上
が
集
ま
り

盛
況
だ
っ
た
。
地
元
柏
崎
に

住
み
、
地
元
に
貢
献
し
て
お

ら
れ
る
皆
様
に
は
敬
意
を
表

し
た
い
。
生
徒
の
活
躍
と
同

窓
会
の
益
々
の
発
展
を
期
待

す
る
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、事
業
報
告
、

決
算
、
新
年
度
事
業
計
画
、

予
算
が
原
案
通
り
承
認
さ

れ
、
役
員
改
選
年
に
当
た
り

土
田
会
長
と
現
行
役
員
の
留

任
の
ほ
か
、
新
任
と
し
て
奥

井
和
子
氏
（
高
22
回
）
が
副

会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
二
名
の
招
待
恩

師
か
ら
お
話
を
頂
戴
し
ま
し

た
。

　

横
澤
康
良
先
生（
英
語
）は
、

制
服
自
由
化
宣
言
の
直
後
に

赴
任
し
、
生
徒
の
自
由
と
規

律
に
溢
れ
た
気
風
に
驚
い
た

こ
と
、
英
語
の
授
業
で
は
、

小
試
験
の
独
特
な
評
価
法
や

書
か
せ
る
指
導
等
生
徒
の
為

の
教
育
の
伝
統
を
感
じ
た
こ

と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

遠
藤
春
治
先
生
（
数
学
）

は
、
赴
任
は
、
百
周
年
式
典

の
前
の
年
で
名
簿
の
整
理
等

の
準
備
に
追
わ
れ
た
こ
と
、

転
勤
の
直
前
に
は
野
球
部
の

甲
子
園
出
場
が
あ
り
、
応
援

団
先
発
隊
で
駆
け
つ
け
、
当

日
は
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の

大
応
援
団
と
共
に
観
戦
し
感

激
し
た
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
１
８
０
名
余
に
よ

る
和
や
か
な
懇
親
会
は
、
最

後
に
校
歌
斉
唱
と
新
潟
柏

会
山
田
修
会
長
の
ご
発
声
に

よ
る
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く

り
、
盛
会
裡
に
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

　

柏
高
第
十
八
回
卒
同
期
・

古
稀
の
会
は
平
成
二
九
年
九

月
二
四
・
二
五
日
に
草
津
温

泉
「
ホ
テ
ル
お
お
る
り
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
団
塊
の

世
代
と
言
わ
れ
る
同
期
生
は

四
六
六
名
で
し
た
が
す
で
に

四
七
名
が
亡
く
な
り
、
今
回

は
九
四
名
（
女
性
十
七
名
・

男
性
七
七
名
）
の
参
加
で
し

た
。

　

記
念
写
真
は
全
員
の
顔
が

分
か
る
よ
う
に
と
ク
ラ
ス
写

真
と
し
、
後
日
、
名
前
確
認

用
に
と
事
務
局
伊
比
卓
郎
君

が
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
作
成

し
た
写
真
と
と
も
に
「
古
稀

の
会
記
念
Ｃ
Ｄ
」
と
一
緒
に

送
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
司
会
の
品
田
達

也
君
の
開
会
宣
言
後
黙
祷
、

同
期
会
長
霜
田
彰
君
の
挨
拶

と
続
き
、
大
阪
か
ら
参
加
の

山
中
（
當
山
）
由
美
子
君
の

音
頭
で
乾
杯
し
祝
宴
へ
と
移

り
ま
し
た
。
会
も
終
盤
、
応

援
委
員
で
あ
っ
た
霜
田
君
と

川
端
勝
清
君
の
エ
ー
ル
で
校

歌
を
斉
唱
し
、
山
形
県
か
ら

参
加
し
た
竹
内
信
夫
君
に
よ

る
中
締
め
の
「
万
歳
三
唱
」

で
お
開
き
の
は
ず
で
し
た

が
、
高
橋
（
速
水
）
節
子
君

か
ら
「
高
校
三
年
生
」
を
と

の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
、
坂

井
弘
君
が
マ
イ
ク
を
握
り
全

員
で
肩
を
組
ん
で
の
大
合
唱

で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
続

き
は
各
幹
事
部
屋
で
行
わ
れ

夜
遅
く
ま
で
思
い
出
話
に
花

が
咲
い
た
そ
う

で
す
。
翌
日
は

朝
食
後
流
れ
解

散
で
し
た
。

　

な
お
、
後
日

談
が
あ
り
「
ま

た
会
い
た
い
」

と
い
う
こ
と
で

古
稀
の
会
へ
の

不
参
加
者
に
も

声
を
か
け
て
柏

崎
で
は
十
二
月

二
日
に
三
一
名

で
、
東
京
で
は

九
日
に
鈴
木
英

彦
君
・
松
本
梢

君
・
川
端
君
が

中
心
と
な
り
、

柏
崎
か
ら
も
霜
田
会
長
以
下

八
名
が
参
加
し
て
三
四
名
で

忘
年
会
を
開
催
し
納
会
と
し

ま
し
た
。

　

昭
和
51
年
３
月
に
卒
業
し

た
高
28
回
の
同
級
生
が
、
ホ

テ
ル
・
シ
ー
ポ
ー
ト
で
10
月

７
日
、
還
暦
を
祝
う
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

わ
が
学
年
は
７
ク
ラ
ス

３
１
５
人
。
70
人
く
ら
い
の

参
加
を
想
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
出
席
の
知
ら
せ
が
続
々

届
き
、
会
場
に
収
ま
る
か
、

バ
ス
は
１
回
で
送
迎
で
き
る
か

な
ど
、
心
配
し
た
ほ
ど
で
す
。

結
局
、
１
１
０
人
の
出
席
で
、

大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
、
還
暦
の
お
祓

い
の
神
事
に
続
い
て
、
い
よ

い
よ
宴
会
で
す
。
司
会
は
会

田
宏
君
。
猪
俣
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
柳
恒
雄
君
の
乾
杯
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
た
ち
が
入
学
し

た
の
は
昭
和
48
年
４
月
で
、

そ
の
年
の
12
月
か
ら
制
服
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
服

や
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
を

脱
ぎ
捨
て
、
ジ
ー
パ
ン
、
ミ

ニ
ス
カ
ー
ト
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

な
ど
で
軽
や
か
に
登
校
し
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

校
舎
は
木
造
で
体
育
館
が

一
番
新
し
い
建
造
物
。「
体

育
館
履
き
」
と
い
う
ズ
ッ
ク

が
あ
る
一
方
、
あ
ろ
う
こ
と

か
、
校
舎
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

同
じ
履
物
で
闊
歩
し
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　

再
会
し
た
同
級
生
は
、
み

ん
な
そ
れ
な
り
の
貫
録
で
す
。

あ
の
爽
や
か
な
少
年
た
ち
は

ど
こ
へ
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

面
影
を
探
し
な
が
ら
の
会
話

は
、
可
笑
し
い
や
ら
情
け
な

い
や
ら
の
連
続
で
す
。

　

そ
れ
で
も
み
ん
な
い
い
顔

で
す
。
同
級
会
に
出
た
い
、

出
よ
う
と
い
う
思
い
は
、
平

穏
で
幸
福
な
日
々
か
ら
う
ま

れ
て
く
る
も
の
だ
と
痛
感
し

た
し
だ
い
で
す
。

　

名
残
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、高
橋
信
行
君
の
万
歳
、

廣
嶋
一
俊
君
の
あ
い
さ
つ
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
は
古
稀
で
の
再
会
で

し
ょ
う
か
。
10
年
後
に
み
ん

な
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
る
の

か
楽
し
み
で
す
。

（３）　 第 92 号 柏中・柏高同窓会紙「怒涛」 2018年3月10日 第 92 号　（２）柏中・柏高同窓会紙「怒涛」2018年3月10日
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■ 年会費　１口　5,000 円 … 何口でもかまいません。
■ 振込先　柏崎信用金庫　本店
■ 受取人　㈳新潟県立柏崎高等学校奨学会
■ 口座番号　普通預金  ００６５３３１

　年会費納入の受領書は、振込の場合、振込の用紙の受領書をもっ
てかえさせていただきますので、あらかじめ御了承願います。

　先回、同窓会新聞「怒濤」（第91号）の紙面をお借
りして、母校柏崎高校の「奨学会」（後援会）の紹介
と募金のお願いをしましたところ、多くの方々から賛
同を得ましてご支援いただきました。ありがとうござ
いました。厚く御礼申しあげます。
　さらなる「奨学会」のご理解とご支援のお願いにあ
たり、再度、「怒濤」の紙面をお借りしました。柏高
奨学会の最近の具体的事業は「生徒のクラブ活動」「夏
期学習合宿」「進路講演会」「吹奏楽の楽器の購入」「Ｓ
ＳＨ事業」「インターハイ出場の懸垂幕」「プールフロ
アの購入」「ＰＴＡ活動」等々の助成です。皆さんの
応援で柏高生が大きく飛躍することができます。
　最近の奨学会の現状は、少子高齢化時代を迎えて奨
学会の個人会員・団体会員が年々減少し、資金は先細っ
ている状態です。側聞するところによると、「奨学会」
の存在を知らない、「奨学会」の名称は知っていたが、
組織の活動内容や参加の方法を知らない方々が多いと
聞きます。母校のためならもっと応援・支援したいと
言う声も聞きます。是非、この奨学会にご理解とご協
力をいただき、母校の生徒が思いきって力を発揮でき
ますようご支援をお願いします。
　当会の趣旨にご賛同いただきたく下記口座へ、ある
いは学校事務局へ直接納入をお願いいただきたいと存
じます。

奨学会からのお願い
一般社団法人 新潟県立柏崎高等学校奨学会

会長　小 野　敏 夫（高16）

講師 宮川俊平氏

招待恩師 遠藤春治先生

招待恩師 横澤康良先生

　
「
ベ
イ
ホ
オ
ッ
ト
ッ
コ
ツ

ク
モ
ヲ
ヌ
キ
イ
」
と
新
潟
駅

近
く
の
会
場
に
校
歌
が
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。
平
成
29
年

度
の
「
新
潟
柏
会
」
総
会
が

昨
年
８
月
26
日
に
駅
前
の
プ

ラ
ス
３
ｄ
で
に
ぎ
や
か
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
柏
会
は
前
年
に
、
昭

和
26
年
の
結
成
以
来
65
年
の

節
目
を
迎
え
た
ば
か
り
。
総

会
に
は
柏
崎
か
ら
土
田
新

吾
・
本
部
会
長
、
岡
田
淳
・

母
高
教
頭
、ま
た
村
田
仙
二
・

関
西
柏
会
会
長
、
永
井
伸
・

東
京
柏
会
幹
事
が
駆
け
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
部
の
総
会
後
は
、
高
11

回
卒
の
〝
書
人
〞
菅
井
柳
翠

（
本
名
・
哲
郎
）氏
に
よ
る「
書

に
学
ぶ　

い
の
ち
の
線
と
形

　

」
を
テ
ー
マ
に
講
演
＝
写

真
＝
。
マ
イ
ク
不
要
の
腹
に

響
く
声
で
手
作
り
の
教
材

を
駆
使
し
た

熱
弁
に
、
参

加
者
一
同
は

「
！
」
の
連

続
で
し
た
。

　

ま
た
懇
親

会
で
は
、
同

じ
高
11
回
の

伊
部
悦
雄
氏

に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
が
披

露
さ
れ
ま
し

た
。
伊
部
さ

ん
は
県
警
時
代
か
ら
の
ベ
テ

ラ
ン
マ
ジ
シ
ャ
ン
。
宴
席
で

役
立
つ
？
よ
う
に
と
、
チ
リ

紙
を
使
っ
て
の
種
明
か
し
も

伝
授
。
約
40
人
の
参
加
者
は

笑
顔
で
拍
手
喝
采
で
し
た
。

会
長・山
田
修（
高
17
回
）記

　

※
新
た
に
新
潟
地
域
に
転

居
し
た
方
の
事
務
局
へ
の
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新潟柏会総会開く

　

平
成
29
年
度
の
関
西
柏
会

総
会
は
、
台
風
接
近
に
伴
い

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
10
月
29
日
（
日
）
Ｋ
Ｋ

Ｒ
京
都
く
に
荘
に
お
い
て
無

事
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
東
野
忠

男
関
西
柏
会
副
会
長
並
び
に

広
川
俊
男
柏
中
・
柏
高
同
窓

会
前
副
会
長
の
ご
逝
去
を
悼

み
参
会
者
全
員
で
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
村
田
仙
二
関
西

柏
会
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続

き
、
来
賓
の
土
田
新
吾
同
窓

会
長
、
藤
井
泰
昭
校
長
か
ら

ご
挨
拶
と
柏
高
の
現
況
説
明

な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
事
に
入
り
、
村
田
会

長
か
ら
事
業
報
告
、
事
務
局

か
ら
会
計
報
告
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
村
田
仙
二
会
長
（
高

11
）、
中
山
眞
副
会
長
（
高

20
）、須
田
千
里
副
会
長
（
高

33
）
を
再
任
、
新
た
に
高
野

秋
世
氏
（
高
22
）
が
副
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
講
演
は
、
コ
マ

ツ（
株
式
会
社
小
松
製
作
所
）

開
発
本
部
建
機
第
一
開
発
セ

ン
タ
環
境
商
品
開
発
グ
ル
ー

プ
技
師
の
山
﨑
和
幸
氏
（
柏

高
37
回
卒
）
か
ら
「
建
設
機

械
に
つ
い
て
」
の
講
題
で
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
人
馬
に
頼
っ
た
苦

渋
の
建
設
作
業
の
時
代
か
ら

機
械
の
発
明
、
進
化
の
歴
史

を
述
べ
、
最
近
で
は
人
工
知

能
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
最
先
端
の

技
術
の
導
入
な
ど
、
日
本
の

み
な
ら
ず
世
界
で
活
躍
す
る

コ
マ
ツ
の
建
設
機
械
の
現
状

と
今
後
の
展
望
な
ど
を
専
門

的
な
眼
で
体
系
的
に
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
来
賓
の
山
田
修

新
潟
柏
会
会
長
の
ご
挨
拶
で

始
ま
り
、
途
中
、
新
澤
真
美

東
京
柏
会
副
会
長
が
美
声
で

故
郷
柏
崎
の
歌
を
披
露
さ
れ

る
な
ど
楽
し
い
懇
親
の
場
と

な
り
、
最
後
は
、
皆
で
柏
高

の
校
歌
を
声
高
ら
か
に
歌

い
、
エ
ー
ル
を
交
換
し
て
、

和
や
か
に
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

関西柏会総会報告
平成29（2017）年度

猪
俣
　哲
夫
（
高
28
回
）

猪
俣
　哲
夫
（
高
28
回
）

還
暦
を
祝
う
会
を
開
催

猪
俣
　哲
夫

猪
俣
　哲
夫

猪
俣
　哲
夫

猪
俣
　哲
夫

猪
俣
　哲
夫

猪
俣
　哲
夫
（（（
高高高
222888
回
）
回
）
回
）

還
暦
を
祝
う
会
を
開
催

還
暦
を
祝
う
会
を
開
催

還
暦
を
祝
う
会
を
開
催

還
暦
を
祝
う
会
を
開
催

還
暦
を
祝
う
会
を
開
催

還
暦
を
祝
う
会
を
開
催

宮
川
俊
平
氏（
高
24
回
）
の
講
演
会
盛
況

「
間
違
い
だ
ら
け
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
」

こ
れ
で
は
お
金
も
人
も
動
か
な
い

平
成
29
年
度
同
窓
会
総
会
の
報
告
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題　字
近　藤　禄　郎　氏

会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

　
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
た
く
、

　
　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

　
　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈野球部〉
○第99回選手権新潟大会

2回戦6－2佐渡
3回戦0－4高田北城

○第137回北信越県大会
支部予選
2回戦1－11長岡向陵

〈バスケットボール部〉
◆男子
○柏崎選手権大会　第2位
○北陸選手権大会

3回戦99－74市川（山梨）
○全国選手権大会県予選

会　ベスト16
○秋季上越地区大会　第3位
◆女子
○柏崎選手権大会　第2位
○北陸選手権大会

3回戦46－106東京学館新潟
○全国選抜大会県予選会

1回戦47－107東京学館新潟
○秋季上越地区大会

2回戦70－79高田北城
〈バレーボール部〉
◆男子
○選手権大会新潟予選会

1回戦0－2三条
○秋季地区大会

1回戦1－2海洋・糸魚川白嶺
◆女子
○選手権大会県予選

2回戦1－2新潟西
○秋季上越地区大会　第3位

３位決定戦0－2高田
〈サッカー部〉
○全国高校サッカー選手

権大会（新潟県大会）
2回戦6－1新潟向陽
3回戦0－10日本文理

○秋季地区大会
1回戦0－2新井

〈ハンドボール部〉
◆男子
○クボセイ杯　3位

〈陸上競技部〉
◆男子
○北信越高校総体
 100ｍ 山﨑智晴 準決勝
 200ｍ 山﨑智晴 8位
 棒高跳 伊勢隼人 5位

○全国高校総体
 棒高跳 伊勢隼人 予選
○新潟県選手権大会
 棒高跳 生田峰之 8位
○国体予選
 100ｍ 山﨑智晴 3位
 棒高跳 生田峰之 1位
 三段跳 大橋寛人 8位
 円盤投 山鳥将史 7位
○新潟県高校選抜大会
 100ｍ 山﨑智晴 2位
 200ｍ 山﨑智晴 3位
 3000ｍSC 毛見　直 2位
 棒高跳 生田峰之 2位
  小林陸玖 6位
 三段跳 和田栄祐 3位
○北信越新人大会
 100ｍ 山﨑智晴 4位
 200ｍ 山﨑智晴 3位
 3000ｍSC 毛見　直 5位
 棒高跳 生田峰之 5位
 三段跳 和田栄祐 出場
○県高校駅伝競走大会　20位

毛見　直　星野泰斗
小林希羽　小林大地
平澤翔太　小林虹矢
中村颯汰

◆女子
○北信越高校総体
 200ｍ 永井あかね 6位
 400ｍ 永井あかね 6位
 棒高跳 熊木菜緒 4位
  勝海新奈 12位
○全国高校総体
 200ｍ 永井あかね 出場
 400ｍ 永井あかね 出場
 棒高跳 熊木菜緒 出場
○新潟県選手権大会
 200ｍ 永井あかね 決勝
 400ｍ 永井あかね 決勝
 棒高跳 熊木菜緒 4位
  小野花織 5位
○国体予選
 100ｍＨ 松井愛音 8位
 走幅跳 小野花織 2位
 400ｍ 武田沙来 8位
○新潟県高校選抜大会
 棒高跳 勝海新奈 3位
  小野花織 5位
 やり投 伏江眞奈 5位
○北信越新人大会
 棒高跳 勝海新奈 5位

〈ソフトテニス部〉

◆男子
○秋季上越地区大会
 ダブルス　ベスト８
  村山海斗・金子祐大
○高校選抜県一次予選

団体2－1三条
　　1－2新発田中央

◆女子
○市長杯
 ベスト４
  田村真奈実・品川明里
  加藤柚衣・猪浦春香
 ベスト8
  永井千尋・本多優依
○秋季上越地区大会
 ダブルス
 　優勝
  田村真奈実･品川明里
 　ベスト４
  加藤柚衣･猪浦春香
 　ベスト12
  田中沙歩･佐藤花帆
 シングルス
 　優勝 田村真奈実
 　ベスト16 品川明里
○県新人選抜
 ダブルス　ベスト４
  田村真奈実･品川明里
○高校選抜県一次予選
 団体1－2羽茂
 　　3－0長岡

〈卓球部〉
◆男子
○県高校新人大会

ベスト32　新保雄也
○秋季上越地区大会
 学校対抗戦　6位
 シングルス　ベスト8
  新保雄也
○県選抜卓球大会
 学校対抗戦　ベスト16
 シングルス戦　ベスト16
  新保雄也
◆女子
○県高校1年生大会
 ベスト32 松木　礼
  村田玲菜
○秋季上越地区大会
 学校対抗戦　2位
 シングルス
 　ベスト８ 高橋沙弥
 　ベスト16 安中まひる
  松木　礼

 　ベスト24 関矢千乃
 　ベスト26 村田玲菜
○県選抜卓球大会
 学校対抗戦　ベスト16
 シングルス
 　ベスト32 高橋沙弥

〈水泳〉
◆女子
○北信越総体
 100ｍ背泳ぎ 柴野莉帆
 100ｍ平泳ぎ 内山梨花
 200ｍ平泳ぎ 内山梨花
○県高校秋季大会
 100ｍ平泳ぎ6位 内山梨花
 200ｍ平泳ぎ2位 内山梨花

〈山岳部〉
角田山（481.7ｍ）
2017/04/01日帰り登山3名
那須岳（1877ｍ）
2017/06/10日帰り登山3名
磐梯山（1817ｍ）
2017/08/03日帰り登山3名
八ヶ岳赤岳（2899ｍ）
2017/09/10日帰り登山3名

〈バドミントン部〉
◆男子
○秋季地区大会
 学校対抗戦　第1位
 ダブルス　3位
  佐々木葉･水品龍馬
 シングルス　優勝
  佐々木葉

上記県選抜大会出場権獲得
◆女子
○秋季地区大会
 ダブルス　３位
  小笠原葵･北村奈緒
 シングルス　3位
  北村奈緒

上記県選抜大会出場権獲得
〈テニス部〉
◆男子
○新進大会
 シングルス
 　ベスト16 藤田英人
  田中大夢
○秋季地区大会
 シングルス
 　ベスト16 藤田英人
◆女子
○新進大会
 シングルス
 　ベスト4 志賀　南

 　ベスト8 須田千晴
  内川彩奈
 　ベスト16 室井英菜
  新沢彩乃
  新澤莉奈
  伊藤琴海
 ダブルス
 　優勝
  須田千晴･室井英菜
 　2位
  志賀　南･新澤莉奈
 　ベスト4
  内川彩奈･小田知世
  新沢彩乃･田中　衣
○秋季地区大会
 シングルス
 　優勝 須田千晴
 　ベスト8 志賀　南
  内川彩奈
 　ベスト16 新澤莉奈
  小田知世
 ダブルス
 　優勝
  須田千晴・室井英菜
 　2位
  志賀　南・新澤莉奈
 　ベスト4
  内川彩奈・小田知世

〈生物部〉
○第41回全国高等学校総

合文化祭みやぎ総文
自然科学部門　文化連
盟賞

3年栗林文香･野村陽奈子
○第9回新潟県高等学校

自然科学系クラブ活動
報告･研究発表会
活動報告部門　優秀賞

2年村山貴史
1年川村和輝･田中一輝

口頭発表部門
2年伊原有紀･村山貴史
     猪股俊希

○平成29年県下生物･岩石標
本と自然科学写真展示会
昆虫標本の部

金　賞　江口一馬
その他の動物標本の部

努力賞　川村和輝
〈演劇部〉
○県高等学校総合文化祭・上

越・中越地区Ａ演劇発表会
優秀賞  第1席

〈美術･工芸部〉
○文化祭

絵画出品
西田　絢　中村　晶
白井菜々子　佐藤結菜

○第39回柏崎地区高等学校
美術・工芸、書道展（α展）

〈書道部〉
○柏崎市美術展覧会(市展)

奨励賞　前澤奈緒
入選

近藤　梓･太刀川鈴音
青木由奈･菊池華奈
佐藤琴音･池田春奈
木下　遥･大島雪花

○県高文連総合文化祭　
美術･工芸、書道展出品

前澤奈緒・近藤　梓
太刀川鈴音・青木由奈

全国大会推薦作品
前澤奈緒

〈写真部〉
○高文連写真専門部第21

回撮影大会
入選　大谷一葉

○高文連写真専門部第31
回写真専門部展
優秀賞　小黒凌輔
入選

小黒凌輔・辻岡龍生
小笠原美優・白井聖也
長谷川樹

○平成29年度全日本写真連
盟柏崎市部展　賛助出品

〈吹奏楽部〉
○新潟県吹奏楽コンクール

高校Ｂの部　金賞
○新潟県アンサンブルコ

ンテスト　高校の部
銀賞　クラリネット四重奏
銀賞　トランペット三重奏

〈英語部〉
○平成29年スピーチコン

テスト出場
竹内七望　中村愛理
阿部雅美　宮野入陽菜

〈弁論〉
○県高校弁論大会

優良賞　2年4組 内藤緋彩
奨励賞　2年4組 桜井哲平

〈県読書感想文コンクール〉
○課題図書の部

優秀賞　3年5組 阿部桃花

各部活動の足跡

平成30年度　総会のご案内
本　　 部 東京柏会 関西柏会 新潟柏会

日　時
　８月４日（土）
14:30 ～記念文化講演会
17:00 ～総会・懇親会

　６月２３日（土）
13:30 ～ 15:30

　１０月２８日（日）
11:00 ～ 14:30
講演会：内容･講師未定

　８月２５日（土）
16:00 ～ 20:00
講演会：内容･講師未定

会　場
柏崎市産業文化会館
柏崎市駅前2－2－45

日本倶楽部（予定）
千代田区丸の内3－1－1
国際ビル8F

ＫＫＲ京都くに荘
京都市上京区河原町通
荒神口上る東入東桜町27－3

Plus ３rd(プラスサード)
新潟市中央区東大通1－1－1
第5マルカビル3F

会　費 3,500円（事前に会員券販売)
学生は1,000円、新会員無料

5,000円
学生は無料

5,000円
学生は無料

5,000円
学生は2,000円

事務局
連絡先

宮島健男（高15）
TEL　0257－35－7839

棚岡　滋（高20）
TEL　03－5396－5434

山﨑　学（高37）
TEL　075－724－3386

斎川英子（高21）
TEL　025－228－8826

高70回卒業期幹事
◎  伊 勢 　 隼 人
○  江 口 　 一 馬
　 内 山 　 七 海
　 梅 澤 　 良 仁
　 大 林 　 歩 夢
　 小 林 　 幸 平
　 小 山 　 楓 香
　 佐 藤 　 　 舞
　 鈴 木 　 拓 実
　 田 辺 　 夏 美

（㊟ ◎代表、○副代表）

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ

矢 

代 

隆 

義

（
高
20
回
）

同
窓
会
長　

土 

田 

新 

吾

（
高
16
回
）

新
会
員
に
な
る
に

あ
た
っ
て

高
70
回
卒
業
期
幹
事
代
表　

伊 

勢 

隼 

人

　

新
年
度
を
迎
え
る
度
に
今

年
は
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

そ
う
と
心
が
奮
い
起
ち
ま

す
。
来
る
年
も
来
る
年
も
新

し
い
課
題
が
立
ち
は
だ
か
り

ま
す
。
学
力
の
問
題
だ
っ
た

り
、
少
子
化
や
資
金
不
足
の

問
題
で
あ
っ
た
り
。
地
道
に

努
力
し
て
ゆ
く
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
新
年
度

を
迎
え
る
と
「
よ
ー
し
」
と

気
合
い
が
入
る
の
は
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。
同
窓
会
員
の

皆
様
と
苦
楽
を
共
に
し
な
が

ら
、我
が
柏
崎
高
校
の
発
展

と
同
窓
会
の
弥
栄
を
祈
念
し

駕
す
る
」
こ
と
、
勉
強
時
間

の
積
み
重
ね
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。
心
し
て
こ

の
三
年
間
過
ご
さ
れ
て
く

れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
話
聞
い
た
か
な

と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
卒
業
に
あ

た
っ
て
精
一
杯
や
れ
た
人
、

少
々
悔
い
の
残
っ
て
い
る

人
、
等
々
い
ろ
ん
な
方
が
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い

よ
い
よ
大
人
の
世
界
の
門

口
に
立
ち
ま
し
た
。
入
学
時

に
お
話
し
ま
し
た
こ
と
は
、

た
い
も
の
で
す
。
新
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
卒
業
生
の
諸
君
ご

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
入
学
式
で
皆
さ
ん
に

三
つ
の
こ
と
を
お
話
し
ま

し
た
。
高
校
入
学
は
自
立

の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
、
自

分
の
判
断
で
自
分
の
責
任

で
生
活
す
べ
き
こ
と
。
第
二

に
今
が
大
切
な
こ
と
、
日
々

は
今
の
連
続
で
あ
る
こ
と
、

「
今
、
今
、
今
…
…
」
の
連

続
が
人
生
で
あ
る
こ
と
。
そ

し
て
第
三
に
「
量
は
質
を
凌

こ
れ
か
ら
、
よ
り
一
層
重
要

な
こ
と
と
な
り
ま
す
。
良
き

習
慣
を
も
つ
こ
と
は
、
人
生

に
お
い
て
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
情
熱
に
満
ち
、

感
受
性
豊
か
な
今
こ
そ
、
こ

れ
を
身
に
つ
け
、
未
来
を
輝

か
し
い
も
の
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
「
世
は
我
が
起
つ
を
待
て

る
な
り
」

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
卒

業
生
の
皆
さ
ん
同
窓
会
入

会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
日
よ
り
百
十
八
年
の

伝
統
と
一
万
六
千
人
近
い

同
窓
生
の
栄
え
あ
る
仲
間

と
な
り
ま
す
。
先
輩
諸
氏
の

薫
陶
を
受
け
な
が
ら
、
新
し

い
伝
統
の
担
い
手
と
な
り

ま
す
よ
う
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
前
途
に
幸

あ
れ
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
て
お
祝
い
の
文
章
を

書
い
て
い
る
と
、
五
十
年
前

の
自
分
の
卒
業
の
時
を
思
い

り
立
っ
て
お
り
、
広
く
、
深

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
ず
、
社
会
の

ど
こ
か
に
居
場
所
を
見
つ

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
仕

事
を
持
ち
、
複
雑
な
人
間
関

係
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
成
長

し
、
自
己
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
で
は
様
々
な

人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

す
。
驚
く
よ
う
な
知
性
や
能

力
を
持
つ
人
、
心
温
か
い
良

出
し
ま
す
。

　

今
で
は
自
分
な
り
の
社
会

観
が
で
き
上
が
っ
て
お
り
ま

す
が
、
当
時
は
ま
だ
世
間
の

こ
と
を
よ
く
知
ら
ず
、
た
だ

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
の
だ

と
い
う
、
燃
え
立
つ
よ
う
な

思
い
だ
け
が
あ
り
ま
し
た
。

進
学
し
、
就
職
し
て
様
々
な

経
験
を
積
む
中
で
、
社
会
は

様
々
な
仕
組
み
や
制
度
で
成

心
の
塊
の
よ
う
な
人
、
責
任

感
と
自
制
心
に
満
ち
た
人
、

人
懐
っ
こ
い
社
交
家
等
、
そ

れ
ぞ
れ
に
魅
力
的
で
素
晴
ら

し
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
そ
の
人
た
ち
と
の
交

友
も
人
生
を
豊
か
な
も
の
に

し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

自
分
は
ど
の
よ
う
な
仕
事

に
就
き
、
ど
の
よ
う
に
生
き

て
い
く
の
か
、よ
く
考
え
て
、

自
分
の
道
を
切
り
開
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
前
に
は
限
り
な

い
可
能
性
が
待
っ
て
い
ま

す
。

新
年
度
を
迎
え
て

　

柏
崎
高
校
で
の
充
実
し
た

三
年
間
を
終
え
て
歴
史
あ
る

同
窓
会
に
入
会
で
き
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。ま
た
、

偉
大
な
先
輩
方
の
仲
間
の
一

員
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
三
年
間
で
多
く

の
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
特
に
、
普
段
か
ら
一
生

懸
命
に
物
事
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

気
持
ち
で
負
け
ず
に
力
を
発

揮
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、

部
活
動
や
受
験
勉
強
な
ど

の
経
験
を
通
し
て
実
感
で

き
ま
し
た
。
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
を
継
続
さ
せ
る

こ
と
は
苦
し
く
辛
い
も
の

で
、
何
度
も
自
分
に
負
け
そ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

逃
げ
出
さ
ず
に
や
っ
て
こ
ら

れ
た
の
は
仲
間
、
先
生
方
、

そ
し
て
何
よ
り
柏
高
の
素

晴
ら
し
い
伝
統
の
お
か
げ

で
し
た
。
柏
高
の
一
員
と
し

て
頑
張
ら
な
く
て
は
、
と
自

分
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
で

よ
り
成
長
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

春
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進

路
に
お
い
て
、
柏
高
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
団
結

し
て
励
ま
し
合
っ
た
仲
間
に

直
接
頼
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
全
力
で
日
々
の
課
題

に
取
り
組
む
姿
勢
を
持
ち
続

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
次
の
目

標
達
成
に
向
か
っ
て
い
き
ま

す
。

　

時
代
が
変
わ
れ
ば
人
も

変
わ
り
考
え
方
も
変
わ
る

も
の
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

柏
崎
高
校
の
伝
統
は
続
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
新

会
員
と
し
て
、
今
ま
で
先
輩

方
か
ら
い
た
だ
い
た
恩
を
後

輩
達
に
還
元
し
て
い
き
ま

す
。

ＳＳＨ事業「北東アジア環境交流セミナー」で渡韓

 お知らせ
『柏崎郷土物語』およ
び『がんばれ！同窓生』
は、紙面の都合により
休載させていただきま
した。

⃝編集後記⃝

　今年も大雪に見舞われ
たセンター試験は、地理
の問題にムーミンが登場
して話題になった。初日
のリスニングが難しかっ
たと嘆いていた母校の３
年生たちも、新潟工科大
学で、無事受験を終えた。
　この『怒涛』第92号
が３年生に渡るのは、卒
業式前日だろうか。進路
が決まった人も、後期試
験の合格発表を待ってい
る人も、夢と希望を持っ
て柏崎高校を巣立ってい
く。
　ムーミン谷は読者の心
の中にあるとか。
　柏高は、あなたの心の
中にありますか。

平成29年12月21日から23日に、柏崎高等学校生徒11名、引率教員２名がＳＳＨ（スーパーサイエ
ンスハイスクール）事業の一環で韓国を訪問した。平成24年より本校と姉妹校提携をしている新道林

（シンドリム）高等学校での研究発表・授業参加等の交流、また果川国立科学館の見学・鑑賞を行っ
た。本校生徒は「Events of Japan」「The silver mirror eaction」等、新道林高等学校の生徒は

「A study on the energy saving method」「Sleep prevention device with logical circuit」の課
題研究や文化についての発表を英語にて行った。また、化学創意活動として望遠レンズの工作実験の
授業を見学・参加させていただいた。今年も生徒たちは新道林高校生徒宅にホームステイし、各家庭
にてソウル市内を散策したり、食文化を楽しむなどして韓国の文化に触れた。夏の柏崎高校訪問の際
に本校を訪れた生徒宅でのホームステイであり、生徒たちはみな積極的に会話し、将来の夢を語り合
うなど交流を深めた。本校生徒の語学力や課題研究への取り組みはまだまだつたないものであったが、
このような交流が国際的人材の育成と将来に渡る交流の絆を結ぶ一端になることを願う。

研修旅程
▶１２月２１日（木）
　新道林高校訪問
　歓迎式典
　生徒宅にホームステイ
▶１２月２２日（金）
　新道林高校訪問
　　学術発表会
　　化学創意活動参加
　　交流会
　果川国立科学館研修
▶１２月２３日（土）
　帰国

果川国立科学館

化学創意活動

学術発表会 本校２年生

Ｊ
Ａ
Ｆ
会
長

東
京
柏
会
会
長


